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熊本地震が投げかけた災害時の食と問題提起
―12の提案
　 奥田和子

阪神・淡路大震災での被災を契機に災害時の食の研究を
してきた中，５月初旬に益城町の避難所で仲間と炊き出
しを行いつつ，町役場等を対象に調査，電話取材等を行
い，問題点を分析した．熊本地震の食の様子が阪神・淡
路大震災当時とほとんど変わらないと実感したことを背
景に，本稿では12項目にまとめて熊本地震の問題提起を
試みる．
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超高齢化・世帯人数の減少・有職主婦の増大・人口減・社
会の成熟化に伴うお客様のニーズの多様化という５つの社
会変化に対し，ブランドの価値向上とニッチ＆トップ戦略
の２つの戦略を柱に経営をすすめる．容器でイノベーショ
ンを図った「プチッと鍋」の伸長は，社会変化に適合した
価値を提案することができた事例と考える．
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鮭鱒工船だった信濃丸の数奇な一生
　～いま日本の海洋力を問う～（全11回）
　  第 10 回　沖取工船信濃丸

宇佐美昇三………………………………………  36
1930年代に北洋で鮭鱒缶詰を製造した工船の代表，信濃丸，
その前身は北米航路の華やかな定期船だった．日露戦争で
は仮装巡洋艦，晩年は引揚船と役割を変えた．本稿は，数
奇な船歴を経た「信濃丸」のあとを遡り，日本の海洋力の
将来を考える．

缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量
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2016年１～６月期の缶びん詰生産は108万トン（16,880万
箱．実箱）で，前年対比108.5％となっている，内訳は，
丸缶104万トン，16,308万箱（飲料を除いた丸缶では8.4
万トン，1,148万箱），大缶1.3万トン，75万箱，びん詰2.4
万トン，496万箱となっている，レトルト食品の生産は，13.7
万トン（2,043万箱）で前年対比96.9％となっている．

………………………………………………………


